
1.	 はじめに

近年，急速に社会の状況が変化したり，何

が正解か分からない状況でよりよい選択が求

められていたりと，先の見通しが持ちにくい社

会になってきている。習得した知識だけを活

用し，1 つの正解を求めるだけでは，社会に生

きる公民として不十分である。

平成 29 年に告示された中学校学習指導要領

において，学校教育には，子供たちが様々な

変化に積極的に向き合い，他者と協働して課

題を解決していくことや，様々な情報を見極

め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成

するなどして新たな価値につなげていくこと，

複雑な状況変化の中で目的を再構築すること

ができるようにすることが求められていると示

されている。また，すべての教科等の目標及

び内容が「知識及び技能」，「思考力，判断力，

表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の 3
つの柱で再整理されている。3 つの柱に沿った

資質・能力を育成するためには，生徒が課題

を追究したり解決したりする活動の一層の充

実が求められる。それらはいずれも「知識及

び技能」を習得・活用して思考・判断・表現

しながら課題を解決する一連の学習過程にお

いて効果的に育成されると考えられるからで

あると示されている。（文部科学省 2018）
つまり，習得した知識を活用し，社会的な

見方・考え方を働かせ，他者と協働しながら

課題を追究していくことで主体的・対話的で

深い学びにつながると考える。

そこで，本研究の目的は，思考力・判断力・

表現力の育成にむけた授業に継続的に取り組

むことが，社会科に対する肯定的な意識や思

考力・判断力・表現力の向上につながるかど

うかを明らかにすることである。

本校の第 2 学年の生徒を対象に図 1のよう

なアンケートを行った。大半の生徒が世界や

日本のできごとに関心を持っており，社会的な
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事象への高さがうかがえる。ただし，新聞を読

んだり，ニュースを見たりする割合はおよそ半

数程度と低く，さまざまな考え方を取り入れな

がら，自分の考えを構築することが不十分で，

自分の考えだけで完結していることが予想さ

れる。また，地理的分野よりも歴史的分野の方

を好んでいる生徒の方が若干多くなっている。

図 1　生徒アンケート

1．世界のできごとに興味・関心がある

あてはまる 少しあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

37.9% 50.8% 9.1% 2.3%

2．日本のできごとに興味・関心がある

あてはまる 少しあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

46.6% 41.2% 9.2% 3.1%

3．新聞を読んだりニュースを見たりする

あてはまる 少しあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

21.2% 40.2% 30.3% 8.3%

4．地理と歴史はどちらの方が好きですか

地理 どちらかというと地理 歴史 どちらかというと歴史

10.6% 28.0% 32.6% 28.8%

2.	 研究の方法

2.1.		対象と質問項目

鳥取大学附属中学校 2 年生の 4 クラス（138
名）を対象とした。有効回答は，計 129 名

（93.47％）であった。2021 年 4 月から継続的に

非定型問題の学習を授業に取り入れて取り組

み，2021 年 12 月に社会科に対する意識や思考

力・判断力・表現力に関する自己評価に関す

る質問紙調査を行った。

質問紙調査における質問項目を表 1に示す。

表 1　質問項目

項目 質問

意識 ・社会科は暗記科目だと思いますか？

思考
判断

・いろいろな角度や立場にたって，ものごと
を考えることができますか？

・友だちの考えを参考にし，自分の考えを持
つことができますか？

表現

・自分の考えを整理して説明することができ
ますか？

・班などのグループで自分の考えを発表する
ことができますか？

・自分の考えを他者に分かりやすく，まとめ
ることができますか？

調査用紙はそれぞれ 4 件法（意識の項目につ

いては「とてもそう思う」，「そう思う」，「あま

りそう思わない」，「まったく思わない」，思考・

判断，表現の項目については，「あてはまる」，「少

しあてはまる」，「あまりあてはまらない」，「あ

てはまらない」）で回答させた。

2.2.		授業実践

歴史的分野の第 4 章『近世の日本』3 節「産

業の発達と幕府政治の動き」と地理的分野の

第 3 章『日本の諸地域』2 節「中国・四国地方」

での「やりくり」授業を開発し，実践を行った。

2.3.		歴史的分野での授業実践

主体的・対話的で深い学びを実現する歴史

授業づくりとして，梅津（2021）は，次の 5 点

を挙げている。

①主題を設定し，単元として授業を構想する。

②学習内容として，事象の意味や意義，時代

の特色などを捉えた概念的知識を設定する。

③学習過程は，子どもが，「歴史的な見方・

考え方」である時期や年代，推移，比較，

相互の関連，現在とのつながり等に着目し

て学習問題を見出し，史・資料を活用し

ながら，思考（考察）したり，選択・判断（構

想）したりするように組み立てる。

④子どもが思考・判断した結果を，互いに

説明したり議論したりする具体的な言語

活動を学習過程に組み込んでいく。

⑤子どもが課題解決の過程や方法を振り返る

とともに，学習の成果と課題を見取り，次の

学習の見通しがもてるような学習活動を，単

元の学習過程に適時に設定することである。

今回は③に重点を置き，授業開発・授業実

践を行った。単元計画を表 2に示す。

表 2　単元構成

第 1 時 農業や商業の発達

第 2 時 交通路の整備と都市の繁栄

第 3 時 幕府政治の安定と元禄文化

第 4 時 徳川吉宗の改革

第 5 時 田沼意次と松平定信の改革

第 6 時 水野忠邦の改革

第 7 時 江戸の諸改革のまとめ

第 8 時 新しい学問と化政文化
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時代の状況に応じて，財政や幕府を立て直

すために徳川吉宗・田沼意次・松平定信・水

野忠邦の4人が行った改革を評価し，4人が行っ

た改革を比較し，特徴をまとめる授業を行っ

た。

【第 4 時から第 6 時の授業】

第 4 時から第 6 時の授業では，江戸時代の 4
人がどのような政策を行うことで，世の中を立

て直そうとしたかをつかませるために，4 人が

行った政策を評価する学習活動を取り入れた。

まず，4 人が行った改革について，教科書や

資料集などを使って，どのような内容の改革が

行われたか調べた。資料から誰に対して行わ

れたのか，人々にどのような影響を与えたのか

などを考えさせた。

そして，4 人がどの政策を重視したのかを考

え，思考ツールのダイヤモンドランキングに重

要度順にランキングを付けた（図 2）。この活

動を行うことで，政策の内容を他と比較し，多

面的・多角的な考察につながると考えた。

最後に，それぞれが行った改革を 5 段階で

評価した（図 3）。その改革が成功したか失敗

したかだけの判断ではなく，武士にとっては効

果的だったけど，農民にとっては，効果がなかっ

たなど立場による違いなどを考えさせ，多面

的・多角的な思考を深めた。各自が評価したも

のを一覧にまとめ、次時のはじめにクラスで共

有し，どんな視点で評価を行ったか，確認した。

【第 7 時の授業の流れ】

第 7 時の授業では，4 人の政策を比較する活

動を通して，4 人がどのような政策の特徴を見

出し，江戸時代中頃からの社会の変化をつか

むことをねらいとした。

まずは，第 4 ～ 6 時で行った 4 人が行った

政策が，江戸時代の社会の状況とともにうまく

いったのか，そうでないかを示すために，4 人

の評価を一覧に示した（図 4）。

江戸時代が進むにつれて，政策の評価を下

げている生徒が多く見られた。

そして，4 人の政策の特徴を比較し，整理し

て見出すために，座標に表した（図 5）。

図 2　ワークシート （ダイヤモンドランキング）

図 3　ワークシート （政策評価）

図 4　ワークシート （政策評価一覧）

図 5　ワークシート （座標）
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座標に表す際には，軸の設定も自分で行う

ことで，4 人の政策を総合的に見て，それぞれ

の特徴があらわれるようにすることで，視点を

持って考察することにつながると考えた。教師

から与えられたものに当てはめていくのではな

く，自らが試行錯誤しながら考えることが重要

であると考えて，この活動を設定した。生徒は，

この座標軸の設定に大変苦労していた。

2.4.		地理的分野での授業実践

地理的分野では，単元のまとめとして身近

な地域である鳥取県の改題解決のためのアイ

デアを考え，提案用ワークシートにまとめる授

業を行った。この単元計画を表 3に示す。

表 3　単元構成

学習テーマ

第 1 時 自然環境

第 2 時 交通網の整備と人々の生活

第 3 時 瀬戸内と南四国の産業

第 4・5 時 鳥取県の未来を考える

第 4・5 時の授業では，　中国・四国地方の

まとめとして，身近な地域である鳥取県の未来

を考える時間を設定した。

課題を教師が提示するのでなく，生徒自らが

課題を見出し，その解決にむけたアイデアを考

える授業とした。これは，主体的に学習課題を解

決する意欲や学習したことを実際の生活に生か

そうとする態度を養うことをねらいとしている。

鳥取県が抱える課題を見出し，その課題を

解決するためのアイデアを考える授業とした。

課題解決のアイデアは一時的なことでなく，持

続的なものとすることを重要視し，持続可能な

社会の在り方について身近な鳥取県で考える

ことで，自分事として捉えさせるようにした。

授業の内容としては，鳥取県の課題を見つ

け，その課題を解決するためのアイデアを考

え，以下のようなワークシート（図 6）に記入し，

提案用のワークシート（図 7）にまとめるとい

う内容である。

生徒の多くが鳥取県の課題として，多くが人

口減少・過疎化をあげており，そこから派生する

産業や経済に関する事象まで広げて捉えていた。

また，鳥取県の状況と似た他県の取り組み

を参考にして，課題解決に向かう生徒も見ら

れ，他地域とのつながりを意識し，空間的な広

がりを持ち，学習に取り組んでいた。

2.5.		分析の手続き

社会科に対する意識や思考力・判断力・表

現力に関する自己評価に関する質問項目につ

いて 4 件法に得られた回答を 1 ～ 4 点に得点

化（あてはまる 4 点，少しあてはまる 3 点，あ

まりあてはまらない 2 点，あてはまらない 1 点）

して集計した。なお，「社会科は暗記科目だと

思いますか」という意識に関する質問項目は

逆転項目（とてもそう思う 1 点，そう思う 2 点，

あまりそう思わない 3 点，まったく思わない 4
点）として集計した。

そして，社会科に対する意識や思考力・判

断力・表現力についての平均得点の差を検討

した。この検討にもとづいて，非定型問題を

中心とした授業実践との関連性について考察

した。

図 6　ワークシート

図 7　生徒が作成した提案用ワークシート
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社会科は暗記科目だと思いますか？

いろいろな角度や立場にたって，ものごとを考

えることができますか？

友だちの考えを参考にし，自分の考えをもつこ

とができますか？

自分の考えを整理して説明することができますか？

班などのグループで自分の考えを発表するこ

とができますか？

自分の考えを他者に分かりやすく，まとめるこ

とができますか？

3.	 結果と考察

3.1.		質問紙調査の結果

質問紙調査の結果を図 8 に示す。すべての質

問で 4 月よりも 12 月において肯定的回答が上

回った。（なお，「社会科は暗記科目だと思いま

すか？」という質問は逆転項目として扱った。）

図 8　質問紙調査結果

特に「いろいろな角度や立場にたって，もの

ごとを考えることができますか？」「自分の考

えを整理して説明することができますか？」と

いう質問では，4 月よりも 12 月は，肯定的回

答が 2 倍近く増加した。
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各質問項目の回答結果を集計したものとｔ

検定の結果を表 4に示す。

すべての質問について，4 月と 12 月の間に

有意な差が認められた。（「社会科は暗記科目だ

と思いますか？」：t（128）=9.452, p<.01，「いろい

ろな角度や立場にたって，ものごとを考えるこ

とができますか？」：t（128）=9.8539, p<.01，「友だ

ちの考えを参考にし，自分の考えを持つことが

できますか？」：t（128）=8.5316, p<.01，「自分の考

えを整理して説明することができますか？」：

t（128）=9.2567, p<.01，「班などのグループで自分

の考えを発表することができますか？」：t（128）

=9.9628, p<.01，「自分の考えを他者に分かり

やすく，まとめることができますか？」：t（128）

=8.8388, p<.01）

3.2.		実践授業と社会科対する意識の関連性

表 5に社会科に対する意識や思考力・判断

力・表現力に関わる自己評価の変化を示す。

「社会科は暗記科目だと思いますか？」とい

う社会科に対する意識に関する質問では，社

会科は暗記科目と思っていない生徒は 4 月当

初は約 10％の生徒だったのが，12 月には約

35％となり，約 3 倍以上となった。これは，日々

の授業で，ただ単に知識を問う授業ではなく，

既習事項などを基にして，学習課題を解決す

る授業の成果だと思われる。しかし，4 月に社

会科は暗記科目だと思っている生徒のうち，12

月に暗記科目だと思わなくなった生徒は 30％
未満であり，プラスの意識の変化があまり見ら

れなかった。これは一朝一夕には，意識が変

化しにくいことや社会科が他の教科に比べる

と重要語句などの数が多いことが考えられる。

また，授業だけでなく，テストの問題も知識を

問う問題中心ではなく，思考力・判断力・表現

力を問う問題を中心にしていく必要性があると

感じた。

思考・判断に関する「友だちの考えを参考

にし，自分の考えを持つことができますか？」

という質問は 4 月当初から 84％の生徒が肯定

的であった。授業後の振り返りには，これは，「班

活動で話し合って，たくさんの意見が出たの

で，自分の意見だけでなく，他の意見も取り入

れられた。」「自分ではこれが 1 番いいと思って

も，他の人は重視するところが違って面白いと

思った。」というような記述が多く見られ，班

活動で友だちの考えを聞き，話し合うことに抵

抗なく，良い雰囲気で活動を行うことができて

いることが言える。また，社会科の授業だけで

なく，日ごろの学級活動などでも人間関係の良

さにも起因するのではないかと考えられる。

「いろいろな角度や立場にたって，ものごと

を考えることができますか？」という質問は，

4 月当初は肯定的回答と否定的回答がほぼ半数

であったのが，4 月に否定的回答をした生徒の

約 75％が肯定的回答へと変化している。これ

表 4　社会科に関する意識や思考力・判断力 ・表現力に関わる自己評価の変化

質問
4 月 12 月

ｔ検定
平均 ＳＤ 平均 ＳＤ

社会科は暗記科目だと思いますか？ 1.558 0.714 2.217 0.816 t（128）=9.452**

いろいろな角度や立場にたって，ものごとを
考えることができますか？

2.543 0.693 3.085 0.682 t（128）=9.8539**

友だちの考えを参考にし，自分の考えを持つ
ことができますか？

3.140 0.744 3.597 0.591 t（128）=8.5316**

自分の考えを整理して説明することができま
すか？

2.349 0.754 2.891 0.650 t（128）=9.2567**

班などのグループで自分の考えを発表するこ
とができますか？

3.008 0.840 3.597 0.665 t（128）=9.9628**

自分の考えを他者に分かりやすく，まとめる
ことができますか？

2.519 0.738 3.016 0.693 t（128）=8.8388**

n=129，**:p<.01
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は，授業で資料などをもとに学習課題を解決

する授業に多く取り組んだ成果と言える。これ

は授業後の生徒の振り返りにも「この授業では

時代背景と結び付け，幕府や武士，町人，百

姓などのさまざまな人物の視点で見ることが大

切だと思いました。」，「1 つだけの視点では考

えにくい問いで，多くの視点から物事見て考え

なければならなかったのが，とても面白かった」

といった記述が見られたことからも授業が生徒

の思考・判断に関わる自己評価を肯定的に変

化させたことに関連性があると言える。

表現に関する「自分の考えを整理して説明

することができますか？」，「自分の考えを他者

に分かりやすく，まとめることができますか？」

という質問では，他の項目の質問に比べ，4 月

の否定的回答が 12 月に肯定的回答となった割

合は，4 月の否定的回答者の約 66％～ 68％と

一番少ない。これは授業で，思考・判断に重

点を置き，学習課題を工夫したやりくり授業に

取り組んだが，それが十分な表現力の育成に

つながっていない結果となった。学習活動の 1
つとしてアウトプットすることを意識的に取り

組む授業が鍵を握ると思われる。

4.	 まとめと今後の課題

4 月と 12 月の回答を比較し，すべての質問

で肯定的回答の割合が向上し，社会的な見方・

考え方を働かせる授業の結果，思考力・判断

力・表現力の育成につながった。これは，同

時に主体的・対話的で深い学びにもつながっ

たと言えるのではないだろうか。そして，3 つ

の柱に沿った資質・能力の育成に，やりくり授

業が大きな効果を上げることがわかった。

　今後の課題としては，授業だけではなく，

評価もあわせて研究を進めていく必要がある

と感じた。

参考文献

文部科学省：中学校学習指導要領（平成 29年告示）

解説社会編，東洋館出版社，（2018）
梅津正美：「主体的に学習に取り組む態度」をい

かに育て，どうとらえるか‐活動の設定の仕方

と運用の手引き，教育科学社会科教育，12 月

号・742 号，明治図書，pp.18-21（2021）

表 5		 社会科に対する意識や思考力・ 判断力 ・ 表現力
に関わる自己評価の変化

質問 4 月回答（人）
12 月回答
（人）

社会科は暗記科目
だと思いますか？

肯定的 116
肯定的 82

否定的 34

否定的 13
肯定的 1

否定的 12

いろいろな角度や
立場にたって，も
のごとを考えるこ
とができますか？

肯定的 63
肯定的 62

否定的 1

否定的 66
肯定的 50

否定的 16

友だちの考えを参
考にし，自分の考
えを持つことがで
きますか？

肯定的 109
肯定的 109

否定的 0

否定的 20
肯定的 15

否定的 5

自分の考えを整理
して説明すること
ができますか？

肯定的 49
肯定的 47

否定的 2

否定的 80
肯定的 55

否定的 25

班などのグループ
で自分の考えを発
表することができ
ますか？

肯定的 92
肯定的 91

否定的 1

否定的 37
肯定的 29

否定的 8

自分の考えを他者
に分かりやすく，
まとめることがで
きますか？

肯定的 70
肯定的 70

否定的 0

否定的 59
肯定的 39

否定的 20
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